
数学Ⅱ（図形、ベクトル） 解法のテクニック 

1．3 点 Q,A,R が一直線上にあることの証明 

2. 𝑓(𝑥, 𝑦) + 𝑘𝑔(𝑥, 𝑦) = 0 は𝑓(𝑥, 𝑦) = 0 と𝑔(𝑥, 𝑦) = 0の共有点を通る。 

  ただし、𝑔(𝑥, 𝑦) = 0を表す𝑘はない。 

3.  三角形 ABC の面積𝑆は 

    𝑆 = √𝑠(𝑠 − 𝑎)(𝑠 − 𝑏)(𝑠 − 𝑐) = 𝑟𝑠 =
𝑎𝑏𝑐
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2
, 𝑟, 𝑅はそれぞれ三角形の内接円、外接円の半径) 

4.  図形の問題→補助線をひく。 

5. 点(𝑥1, 𝑦1)が𝑓(𝑥, 𝑦) = 1上にないことの証明 

  ➡１－𝑓(𝑥1, 𝑦1) ≠ 0を示す。 

6. 点 P が円𝑥2 + 𝑦2 = 𝑎2上にある。→|OP⃗⃗⃗⃗  ⃗| = 𝑎 

 

7.  OP⃗⃗⃗⃗  ⃗と𝑒 (|𝑒 | = 1)のなす角を𝜃とし，点 P から 

  𝑒 の延長上に垂線 PHを下ろす。 

    OH⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ = (|OP⃗⃗⃗⃗  ⃗| cos 𝜃) 𝑒 = (OP⃗⃗⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑒 ) 𝑒                

   

 

（注意）(OP⃗⃗⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑒 )はスカラー量，ベクトル量ではない。 

 

10. 空間のベクトル表示➡平面上のベクトル表示に変形。 
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(解法のテクニック) 

[解法 1]  QA の延長線上のある点を R’とし，R’と R が一致することを証明する。 

[解法 1] ∠QAR＝180°を示す。 

 

 

 

(解法のテクニック) 

[解法 1]ある点を通る，ある直線に平行な線をひく。 

[解法 2]ある点からある直線に垂線を下ろす。 

 

 

(解法のテクニック) 

AH⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑠AO⃗⃗⃗⃗  ⃗ + 𝑡AB⃗⃗⃗⃗  ⃗ + 𝑢AC⃗⃗⃗⃗  ⃗と表示するよりも 

OH⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ = 𝑠OB⃗⃗⃗⃗  ⃗ + 𝑡OC⃗⃗⃗⃗  ⃗と表示する方が計算が楽！ 

(𝑠, 𝑡, 𝑢の３変数 → 𝑠, 𝑡の 2変数） 

じる￥し𝑠, 𝑡の２変数。 

 

変数 



11.シュエワルツの不等式 

(𝑎2 + 𝑏2)(𝑥2 + 𝑦2) ≥ (𝑎𝑥 + 𝑏𝑦)2 

[証明] 

𝑎 = (𝑎, 𝑏) ,𝑥 = (𝑥, 𝑦)とおくと 

𝑎 ∙ 𝑥 = |𝑎 ||𝑥 | cos𝜃 

2 乗して 

(𝑎 ∙ 𝑥 )2 = |𝑎 |2|𝑥 |2 cos2 𝜃 

0 ≤ cos2 𝜃 ≤ 1より 

(𝑎 ∙ 𝑥 )2 ≤ |𝑎 |2|𝑥 |2 
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2) ≥ (𝑎𝑥 + 𝑏𝑦)2
 

12.点と平面の距離 

点 P(𝑥0, 𝑦0, 𝑧0)と平面𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 + 𝑐𝑧 + 𝑑 = 0の距離𝑙は 

𝑙 =
|𝑎𝑥0 + 𝑏𝑦0 + 𝑐𝑧0 + 𝑑|

√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
 

[証明] 

距離を𝑙とすると 

(𝑥0, 𝑦0, 𝑧0) + 𝑙
(𝑎, 𝑏, 𝑐)

√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
= (𝑥0 +

𝑙𝑎

√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
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√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
, 𝑧0 +

𝑙𝑐

√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
) 

は平面上の点だから 

𝑎 (𝑥0 +
𝑙𝑎

√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
) + 𝑏 (𝑦0 +

𝑙𝑏

√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
) + 𝑐 (𝑧0 +

𝑙𝑐

√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
) + 𝑑 = 0 

𝑎𝑥0 + 𝑏𝑦0 + 𝑐𝑧0 + 𝑑 + 𝑙
𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2

√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
= 0 

𝑙 =
−(𝑎𝑥0 + 𝑏𝑦0 + 𝑐𝑧0 + 𝑑)

√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
 

𝑙 > 0より 

∴ 𝑙 =
|𝑎𝑥0 + 𝑏𝑦0 + 𝑐𝑧0 + 𝑑|

√𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2
 

13.ヘッセの標準形 

平面 C: 𝑙𝑥 + 𝑚𝑦 + 𝑛𝑧 = 𝑝(𝑝 ≥ 0, 𝑙2 + 𝑚2 + 𝑛2 = 1) 

原点 O から平面 C に下した垂線の足を H とすると 

OH= 𝑝,OH⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ = 𝑝(𝑙,𝑚, 𝑛) 



[証明] 

𝑙𝑥 + 𝑚𝑦 + 𝑛𝑧 − 𝑝 = 0 

⇔ 𝑙𝑥 + 𝑚𝑦 + 𝑛𝑧 − (𝑙2 + 𝑚2 + 𝑛2)𝑝 = 0 

⇔ 𝑙(𝑥 − 𝑙𝑝) + 𝑚(𝑦 − 𝑚𝑝) + 𝑛(𝑧 − 𝑛𝑝) = 0 

よって平面 C は点 H(𝑙𝑝,𝑚𝑝, 𝑛𝑝)を通り法線ベクトルは𝑛⃗ = (𝑙,𝑚, 𝑛)となる。 

OH= |OH⃗⃗ ⃗⃗  ⃗| = √𝑝2(𝑙2 + 𝑚2 + 𝑛2)＝𝑝 

 

15.三角形の傍心 

三角形の１つの頂点における内角の 2 等分線と 

他の２つの頂点における外角の二等分線は一致する。 
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[証明]∠B、∠C の２等分線の交点を I とする。 

点 I から BC および AB,AC の延長上に垂線 IP,IQ,IR を下す。 

 IBP≡ IBQ 

ICP≡ ICR より 

IQ=IP=IR 

傍接円が存在する。 

また、 IAQ≡ IAR∴∠IAQ=∠IAR 
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